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滋賀医科大学附属病院における修了者育成・配置・活用の実際

平成27～30年 （2015～2018） 令和元年（2019） 令和２年（2020） 令和３年（2021） 令和4年（2022）

研
修
セ
ン
タ
ー

構
想

・
育
成

取
組
み

・2015年 指定研修機関
・2016年 研修開講

・２つの学び方：研修コースと修
士課程特定行為領域

・受講前学習制度設置 （附属病
院内）

・受講前学習制度拡大 （協力
施設へ）
・研修 年２回開講 定員枠増
・全21区分，全6ﾊﾟｯｹｰｼﾞ開講
・研修コース応募要件緩和

国立大学第４期中期目標・
中期計画への取組み
修了者50人以上育成と
急性期活用

受
入

23（院内4，院外19） 24（院内6，院外18） 23（院内5，院外18） 25（院内9，院外16） 35（院内17，院外18）

附
属
病
院

構
想
・
育
成

位
置
づ
け

・慢性・在宅領域での活用
・専門領域の特化したスキルを
有する高度実践者育成
・1病棟に1人配置プラン

・病院のビジョン：
急性期に特化した育成と活用，
現任教育の一環として全看護
師の修了と活用

・インセインティブ付与

・集中治療/麻酔 重点配置

院
内
派
遣

・本人志願優先のキャリア支援型
・受講促進：滋賀県補助金

・看護部受講条件：ラダーⅣ ・看護部受講条件：ラダーⅢ

・組織ビジョンを叶える人材派
遣型
・受講前学習制度（利用30人）

・研修への計画的派遣

170人

・看護部受講条件：ラダー不
問

180人

活
用

院
内
配
置

5人 11人（急性6，慢性5） 15人(急性8，慢性7) ２1人（急性12，慢性9） ２０人（急性12，慢性8）
7月現在

・慢性期（創傷管理）・急性期で
均等に育成・活用

・急性期シフト 麻酔科（2），手術部（1），ICU
（5），NICU（1）,救急（1），
外科病棟（6），放射線部（1），
医療情報部（１），
特定行為活動支援室（1），
看護師特定行為研修センタ（1）

今，少数の修了者から多数の修了者マネジメントへの転換期



滋賀医科大学附属病院

特定行為研修の受講前学習制度の概要

本院又は本院の特定行為研修協力施設に所属し，特定行為研修の履修を目指す者は，
履修の負担を軽減するために受講又は審査の前から当該研修の一部を履修できる．

（利用資格）

(1) 本院又は本院の特定行為研修協力施設に所属する看護職で，本院特定行為研修の

出願を，３年以内に予定している．

(2) 実務経験年数が２年以上である．

(3) 所属施設の管理職位者の推薦がある．

（学習内容）本院特定行為研修の共通科目（250時間）のうち，e-learning教材視聴

（利用期間） ３ヶ月を最小単位での更新制とし，最長で３年．

（利用料） ３ヶ月10,000円.  

本院看護職員には，病院が利用料を支援する



特定行為研修管理委員会

・特定看護師登録
・トレーニング体制（指導・安全）承認
・診療科にトレーニング依頼と了承
・実施フィールドの把握
・使用する説明書同意書

・指導医による評価

一人立ち（包括的指示下）

特定行為業務管理委員会

・診療科の許可
・使用する新規手順書の承認

↓
手順書（包括的指示）による
実施許可証 発行

・実績管理

トレーニング 手順書による活動

審
議

承
認

審
議

審
議

概ね3ヶ月，もしくは5回程度
➡熟達度に合わせて評価

指導医の直接的指示のもと実施，
包括的指示で実施する体制整備と支援

移行期（直接的指示下）

受講前支援制度 特定行為研修（1年間） 研修修了後

スキル熟達度評価： 研修臨地実習から修了後トレーニングまで継続した評価表を用いて形成的評価を行う．

e-
learning

e-learning
（192時間）

スクーリング
講義・演習・実習

（62時間）

共通科目（261時間）

臨地
実習

区分別科目

試
験
7
ｈ

スクーリング
講義・演習
実習・OSCE

e－ラーニング視聴を開始
対象：実務経験2年以上の希望者

クリニカルラダ-不問

本研修開始時
共通科目毎終了試験 70点以上合格
➡共通科目e-learningの履修免除

修
了
判
定

面
接
選
考
審
査

本研修の出願：任意
出願資格：実務経験6年目以上
附属病院の推薦：同ラダー不問

・利用申込・成績管理，学習補助

経験
年数 2 3 4 5

育成期

6

看護師特定行為研修センター

滋賀医科大学附属病院 特定行為研修の教育・活用支援システム



１．修了者の研修修了時アンケートと実績から，

仕事と研修の両立が困難で，学習時間と実習期間の確保が課題となった．

２．滋賀医科大学第4期（R4～R9）中期目標に修了者の育成による集中配置

とタスクシフトを含めた積極的活用を掲げた．

さらなる育成が必要．

受講前学習制度 設置の経緯



勤務扱い

6名…
有給

3名

27.3%

研修扱い

1名9.1%

出張扱い

1名9.1%
週休公休

0.0%

実習の勤務扱い

勤務扱い 有給 研修扱い 出張扱い 週休公休

2020年度 回答者 11名

延長必要

20名

57.1%

現在の期間

でよい14

名

40.0%

短縮してもよい

1名2.9%

全くそうでない

0.0%

実習期間

延長必要 いまのまま 短縮してもよい 全くそうでない

2018〜2020年度

回答者 35名

ややそう

27名

69.2%

全くそう

10名

25.6%

どちらでもない

2名5.1%

ややそうでない

0.0%

仕事との両立は難しいか

ややそう 全くそう どちらでもない ややそうでない

回答者 39名

2018〜2020年度

出張扱い

3名

37.5%

週休年休

3名

37.5%

有給

1名12.5%

研修扱い1名

12.5%

研修の勤務上の配慮

出張扱い 休み扱い 有給 研修扱い 勤務扱い

2018年度
回答者 8名

共通科目6→４ヶ月 区分別科目2→4ケ月 OSCE 実習 4→6ヶ月 研修生の3割 実習を延長

39 /58 名（回収率 67.2％）

本学研修修了者の研修修了時アンケート(2018-2020:3年間)と実績からの課題

研修期間１〜1年半

課題：仕事と研修の両立が難しく，さらに学習時間と実習期間の確保が必要



受講前学習支援制度の利用モデル（令和4年度4月～研修生）

A氏 (経験13年） B氏 （経験11年） C氏 （経験6年） 利用なし D氏 （経験15年）

履修する特定行為区分 急性期・周麻酔クラス
（ICU管理加算 8区分）

急性期・周麻酔クラス
（ICU管理加算 8区分）

慢性期・在宅クラス
（呼吸・血糖 3区分）

急性期・周麻酔クラス
（呼吸・循環 ６区分）

申込み時期（利用期間） 令和3年7月（9ヶ月間） 令和3年10月（4ヶ月） 令和３年６月（４ヶ月）

e-learning学習の工夫 5～6コマ/休日 平日2コマ/毎日
昼食をとりながら．
可能な時，5コマ/休日も．

5～6コマ/休日
夜勤明けの夜 1～2コマ

平日3コマ/毎日
夜勤前1コマ

本研修開始日までに終えた
e-learning

共通科目の75% 共通科目の70% 共通科目の63%

本研修開始日（4月）までに
終えた科目修了試験数/共
通6科目

5科目 2科目 １科目 該当なし

共通科目の全科目修了試験
を終えた時期

本研修受講後，0.5ヶ月（4月
上旬）

2ヶ月以内（5月） 2ヶ月以内（5月） ３ヶ月以内（6月）

仕事と研修の両立に対する
評価（区分別科目履修中）

研修の負担感 2/10点
仕事の負担感 5/10点
楽に受講できた．

研修の負担感 2/10点
仕事の負担感 6/10点
負担に思わなかった．

研修の負担感 ４/10点
仕事の負担感 ８/10点
楽しみながらできた．

研修の負担感 6/10点
仕事の負担感 7/10点
しんどいけど学び直しがで
き，受講して良かった．



本院看護師の受講前学習制度 利用者数（19ヶ月間累積）
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受講前学習制度利用者数 特定行為研修生となった（本研修受講開始）数 修了者

32

(人)

180
170

12
1

31

8

18

39

42

40

2022年度7月現在

経験年数3-5年目

6-10年目

11-19年目

20-29年目

30年目以上

不明

退職

看護職員 672人（常勤換算636.5）

2022年利用者の経験年数（年目） （157人）内訳

（大学院生除）

利用者のうち，
のべ21人が本学特定行為研修を履修した



受講前学習制度の実績

•本院 総看護師数 672人（常勤換算636.5人）

•実施期間 2020年9月～2022年7月（19ヶ月間）

•本院利用者の属性

利用者数 180人（利用率 26.8％）

うち特定行為研修に進んだ者 21人（進学率 11.7％）

(急性期・周麻酔クラス13人，慢性期・在宅クラス2人，集中治療パッケージ1人，救急パッケージ5人）

看護実務経験年数（年目） 12.0±8.20年

•協力施設（院外）の利用者数 3人



まとめ

•附属病院は2016年より修了者を育成，急性期・外科領域での活用にシフ
トし，現在20人を配置している．

•本学の特定行為研修は，仕事と研修の両立に9割が困難感を持ち，学習
時間と実習期間の確保が課題であった．

•対策として，滋賀医科大学附属病院が独自開発する「特定行為研修の
教育・活用支援システム」に，「受講前学習制度」を設置した．

•当院の受講前学習制度の利用者は，19ヶ月間で180人 （利用率26.8％），
うち特定行為研修に進んだ者は，21人 （進学率11.7％）であった．

•今後は，「受講前学習制度」の仕事との両立，負担軽減への有効性と「特
定行為研修の教育・活用支援システム」の評価が必要である．




